
がけ崩れ

土砂災害警戒情報が発表されていなくても、ふだんと異なる状況「土砂災害の前兆」に気付いた
場合には、直ちに周りの人と安全な場所へ避難するとともに、役場などの関係機関に連絡してく
ださい。日ごろから危険箇所や避難場所・避難経路を確認しておくことも重要です。

地中にしみ込んだ水分が
土の抵抗力を弱め、雨や
地震などの影響によって
急激に斜面が崩れ落ちる
ことをいいます。がけ崩れ
は突然起きるため、人家の
近くで起きると逃げ遅れ
る人も多く、被害者の割合
も高くなっています。

山腹・川底の石や土砂が
長雨や集中豪雨などに
よって一気に下流へと押し
流されることをいいます。
その流れの速さは規模に
よって異なりますが、時速
20～40kmという速度で
一瞬のうちに人家や畑な
どを壊滅させてしまいま
す。

斜面の一部あるいは全部
が、地下水の影響と重力に
よってゆっくりと斜面下方
に移動する現象のことを
いいます。一般的に移動
土塊量が大きいため、甚
大な被害を及ぼします。ま
た一旦動き出すと、これを
完全に停止させることは
非常に困難です。

ズーン！
ドーン！
ゴー！

土  石  流

地すべり

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。
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土砂災害

警戒区域と特別警戒区域の設定概念
土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）【警戒区域と特別警戒区域の設定概念】

建築物の構造規制

基礎調査により 土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）
土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン）を設定します。

イエローゾーン

土  砂

レッドゾーン 警戒区域イエローゾーン 特別警戒区域レッドゾーン
建築物に損壊が生じ、住民に著
しい危害が生じるおそれがある
区域

土砂災害のおそれがある区域
◎地形条件で設定する
 ・ 過去に発生した災害の実態から　
定められた地形の条件

◯急傾斜地（がけ）
 ・ 斜面下部より高さの2倍の距離　
の範囲（最大で50m）
 ・ 斜面上部より10mの範囲
◯土石流
 ・ 地盤勾配2度以上の土地の範囲
◯地すべり
 ・ 地すべりしている土地の長さと同
　じ範囲（最大で250m）

土砂等の力と建築物の耐力を算出
し、比較判定により設定する

建築耐力 土砂等の力

新築、増改築を行う場合、建築確認申請の対象となります。
土砂等による衝撃に対して
安全な構造が求められます。

建築物の移転等の勧告
土砂災害が発生した場合、その居住者、利用者等の生命に著しい危害が生
じるおそれのある建築物については、建築物の所有者や管理者に対し、移
転等の勧告ができます。

特定の開発行為に対する制限
 ・ 宅地分譲
 ・ 老人ホーム、病院などの災害時要援護者施設の建築を行うための開発行
　為には、許可が必要となります。
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特別警報について

要配慮者への協力を

・尋常でない大雨や津波等が予想されています。
・重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。
・ただちに身を守るために最善を尽くしてください。

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/特別警報について

特別警報が
発表されたら

特別警報の発表基準
現象の種類

台風や集中豪雨により数十年に一度の降水量となる大雨が予想され、若しくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の
温帯低気圧により大雨になると予想される場合

数十年に一度の強度の台風や
同程度の温帯低気圧により

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁ホームページで公表しています。

暴風が吹くと予想される場合

高潮になると予想される場合

高波になると予想される場合

基　　　準

高いところで3メートルを超える津波が予想される場合（大津波警報を特別警報に位置づける）

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合（噴火警報（噴火警戒レベル4以上）及び噴火警報（居住地域）を特別警報に位置づける）

震度6弱以上の大きさの地震動が予想される場合（緊急地震速報（震度6弱以上）を特別警報に位置づける）

大　　雨

暴　　風

高　　潮

波　　浪

暴 風 雪

大　　雪

津　　波

火山噴火

地震（地震動）

「特別警報」が発表されたら、ただちに命を守る行動をとってください。「特別警報」が発表されたら、ただちに命を守る行動をとってください。

身体の不自由な方やお年寄りの方は避難することが困難であったり、遅れたりすることがあるため、
地域の皆さんで協力して助け合いましょう。

※外国人の方は、防災行政無線の内容等が理解できない方もいます。周囲の方が声をかけ、一緒に避難しましょう。
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